










川崎病患児の 20%前後にみられる動脈瘤を中心とした、冠血管病変は川崎病の予後および

死因と直結した重要課題である。我々は従来より川崎病における心病変の臨床病理学的検

討を行ってきたが、川崎病でみられる乳幼児の虚血性心疾患については成人の虚血性心疾

患とは異なるさまざまな問題がある。例えば冠動脈に拡張病変と狭窄病変が共に存在する

川崎病では冠動脈造影所見の読み方に問題があり、特に狭窄度の判定はむずかしい。生前

のシネアンジオにおいて、どのような冠動脈病変のときに予後不良かということは重要で

あるがよく解っていない。さらに川崎病冠動脈病変が 5-10-20-40 年の経過の中でどのよう

に推移するのかは最も興味深い問題である。 

本小委員会は臨床側と病理側の専門家を委員として、上記の川崎病後遺症について検討す

ることを目的とする。 


